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飛 田 達 也
とび た たつ や

千 代 延 良 和
ち よ の べ よし かす

ま え が き

わ が国の尿路石症に?い ては さきに田村教

授(1933),高 橋 名誉教授(1941)の 詳 細 な

宿題報告があ り,そ の発 生原 因も漸次明かに

な らつ 》あ る.尿 路石の消長 はその住 民の生

活,文 化程度の指標 とされているが,今 次大

戦後わ が国の尿路石症が下降の傾 向か ら上昇

に転 じ,殊 に上部尿路石が著 しく増加 した事

が高安他,太 田,佐 野,石 塚,田 村,伊 藤 の

諸氏か ら報告 された・従つて こ 、に再び注 目

をひ き,第42回 泌 科学会総会に於て原田,

田村両教授の特別講演があ り,第43回 総 会

に於て も稲 田教授の宿題報告 が行われて,吾

々が附加す べき何物 もない・然 し尿路石症 の

頻度が地域的に著 るしい差異を示す こ とは既

に常識的であるか ら,私 達 も教室の統計か ら

戦後 の四国,主 として徳島県を中心 として本

症の実態 を観察 しようと老えた.

A尿 路石症の頻度

本教室開設(昭 和23年12月)以 来昭和29年

12月 迄6年 間の尿路石症の患者総数は183名 でそ

の間の外来患者総数2887名 の6・33%に あ た る

(Tab.1).但 し9名 は2ケ 所,1名 は3ケ 所の結

石を合併するので計194例'(6・7%)と な る(但 し

23年 度は1ケ 月であり,24年 度に編入した)、

1)年 度別頻度=25年 の9・9%を 最高,27,28

年を谷(4.7,4・8%)と する曲線が得られ,昨29年

に再び増加の傾向を認めた(6・1%)・ 此の場合当地区

の年平均気温とある程度関連がある様に思われる.

2)腺 器別頻度=183名 中2ケ 所以上の合併例10

名 を認 あ たが その合 併臓器 は次の 通 りで ある・

腎一尿 管2名 腎一 膀胱3'名

腎一一膀 胱 一尿管1名 尿管 一膀 胱2名

尿msE--i尿道1名 膀 胱 一 前立腺.」 名

以上10名,11臓 器 を加 えた194例 の 尿石 を分

類 す る と膀胱 石 が最 も多 く(86例44・3%),以 下尿

管 石(22・2%),腎 石(19・1%),尿 道石(10・3%),前 立

腺 石(4.1%)の 順 とな る・尿石 症 の多発 した昭和25

年 は尿管石 と膀胱 石が甚 だ近 似 した値 を示 した・

これ を上部 尿路石 と 下部 尿路 石 に分 け て み ると前

者 の80例(41.2%)に 対 し後 者は114例(58・8%)

で各 年度共 に下 部尿 路石 が優 位 を占 め る・之 を図示 す

ると前半 に於 け る25年 の 山 と・後 半 に おけ る27年

を谷 とす る上昇 傾 向が 明か であ るが,両 者 の比 率 を見

る と24年,26年 に お ける下部 尿路 石 の比 率が やs重

いが(69・50/e及 び65%),他 はすぺ て55%前 後 で動

揺 が少 い(Fig・1)・ 即 ち 四国殊 に 徳 島県 に於 ては尚.

下部 尿路結 石 に 重点 があ る ものの様 に 感 ぜ られ る

3)年 令 分布:全 体 として21～40才 に 多発 す る

が(Fig・2),こ れ を上部 尿路 石 と 下部 尿路 石 に分 け

て見 る と これ ら多発 年令 層 では上部 石 が多 く,逆 に1

～20才 の若 年者 及 び51才 以 上 の高令 者 では下部 石

が多 い・後 者 は膀胱 石並 びに 前立 腺石 の増 加 に よるも

の であ る(Tub.2,Fig・3).こ の う ち2ケ 所 以上

の尿 路石 を合併 す る ものは各 年令 層 に及 ぷが ゼ特 に高

令層 に著 しい.

4)性Slj:186名 中男 子157名,女 子29名

で,男 子 は女子 の5,4倍 に達 す る.

特 に尿道 石 は女子 に1名 もな く,膀 胱 石 は9.6倍 ■・

尿管 石は3・8倍,腎 石 は2.08倍 であ る(Tab.1,2)・

5)職 叢 別 二尿 路石患 者 の職 業 を大別 す る と農業

が最 も多 く(約1/3),俸 給生 活者(弁 護 士,医 師 豊

生 など を含 む)渉 これ に次 ぐが筋 肉労 働者 は10%に

足 りない(Tab・3)・ 之 は徳 島 県住 民 〃)職業構成 に 由



齊藤,飛田・千代延一徳島地区の尿路石症 165

Tab.1年 次 別 頻 度
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B臨 床 症 猷

a)荏 痛:尿 管石(24/43),腎 石(15/37)に 多

いのは 当然 で,そ の他膀 胱,尿 道 石 に も 少数 見 られ

た・その他表に示す如く鈍痛から不快感に至る軽い疹

痛は各臓器ともに少数宛見 られ るが・側腹部又は季

肋部の疹痛は腎又は尿管石に・下腹部の緊張感とか

不快感は膀胱石に最も目立つ.

b)膀 胱症駿:膀 胱石に頻発す ることは言うまで



166 齊藤,飛田・千代延一徳島地区の尿路石症

Fig1.結 石 波 Fig3,年 令 的分 布
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もないが,他 部 の尿 路石症 に もか な り屡 々認 め られ る

のは膀 胱 炎の 合併 と見 て よか ろ う・

c)異 常 尿所見:血 尿 は尿石 の介 在臓 器 や性状 ・大

小に よ り,そ の程 度 は様 々 であ るが,膀 胱石(45/86),

尿管石(20/43)腎 石,(15/37)等 に頻発 してい る・尿

潤濁 は血尿 よ り更 に屡 マ認 め られ るが,尿 蛋 白 は前二

者 に比 して頻 度 は小 であ る・

d)排 尿 璽碍:膀 胱石,尿 道 石等,下 部 尿 路石 症

に多発 す る事 は議 論の余 地 は ない ・そ の うち重篤 な も

の と して尿閉 が腎 石(1例)・ 膀胱 石(4例IJ尿 道 石(1

例),前 立腺 石(2例)の 計8例 に見 られ たの は注 目

に値 する・尿失 禁 は膀胱 石(3例),尿 道 石(1例}の

計4例 に 見 られ,乏 尿 が腎 石(2例},膀 胱 石 く1例)

の3例 に認 め られ た・無 尿は メラ ミン 結 石 に よる尿

管閉塞 と尿管結 石 に よ る反 射性 無 尿の 各1例 で ある.

又排 尿障 碍の過 程 に おい て結石 を 排 出 した もの が12

Tab.2性 別 年 令 別 分 布

＼ 、 部 位

年 令
＼

1～10才

11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

71～80

81以 上

計

上 部 尿 路 石

男 女}小 計

下 部 尿 路 石

男 女1小 計

1
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Tab・3職 業 Tab・5尿 路石 症の合 併 症

職 業

農

商

筋

俸

無

不

工

肉 労

給

業

業

働
者

職

明

1症 例 数1 %

64

25

18

43

30

3

34,9

13.7

9.8

23.5

16.3

1.6

＼ 結石部位

病 蒸＼

腎

尿

計 t 1831 100 管

Tab,4尿 路石 症 の臨床 症状

膀

＼＼ 結石部位

症 状 ＼

疹

痛

膀
胱
症.
状

疵 痛

鈍 痛

季肋部痛

腹 痛

緊 張 感

不 快 感

睾 丸 痛

排 尿 痛

終未時疹痛

尿意頻数

腎

石

15

9

6

1

2

4

7
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15

18

6

尿
管
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24

14

11

1
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4

4
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8
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胱
石

3

6

1

4

13

1

45

29
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18

尿
道
石

3

3

3

1

11

4

6

6

11

4
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2

前
立
腺

尿
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腎 孟 炎

水 腎

腎 石

ネフローゼ

尿 毒 症

尿 管 石

尿

所

見

排

'尿

障

碍

其

他

血 尿

尿 潤 濁

尿 蛋 白'

尿 停 滞 感

尿線 中絶

排 尿 困難

尿 閉

尿 失 禁

乏 尿

無 尿

石 の排 出

発

嘔

浮

熱
吐

腫

1

1

2

1

6

7

4

1

1

1

1

11

3

20

19

15

4

3

1

3

17

3

1

1

膀 胱 炎

膀 胱 石

膀 胱 腫 瘍

膀 胱 麻 痺

道

前立腺肥大症

前 立腺 炎

尿 道 石

尿 道 狭 窄

尿 道 憩 室

尿 痩

尿 道 腫 瘍

4其

4

2

2

5

3

他

陰嚢水腫

睾上体結核
肺 浸 潤

肺 炎

腎 尿 膀 尿
管 胱 道

石 石 石 石

前立1
「

腺 石

5

9

2

3

5

7

4

2

1

3

2

・32

2

23

2

2

4

186

2

6

1

1 14

2 4

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

2

2

1

症 例 数137143i・ ・1・ ・1・

4

に併発するので、やはり上部尿石にのみ見られ,浮 腫
3は 結石性膿腎による腎機能荒廃の結果である・

2

1

症 例 数137143186i・ ・[・

例ある.

e)莫 他:発 熱が上部尿石に多 く見 られるのは

腎孟炎等の結果であり,嘔吐は疵痛発作や乏尿,無 尿

C合 併 症

a)腎 石1腎 石の合併症として最 も重要なのは

膿腎,腎 孟炎,水 腎で,尿 管石及び膀胱石は腎石の下

降によると思われる・ネフローゼの2例 は腎石に先

行した事が推察された・尿毒症も長期に亘る両側腎石

による腎機能の極度の障碍であろう・

b)尿 管石'膿 腎,腎 孟炎,水 腎の起る事は当然

で,ヌ 腎石,膀 胱石の合併も屡々認められている.

c)膀 既石;全 例に見た膀胱炎合併は当然として,

6例 の腫瘍は注目されてよい・又老人の膀胱石が前立

腺肥大に基く事の少くない事も衆知の事実で,前 立腺

別出後の持続カテーテルが石形成を促 す事も時々経
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験するところである・

d》 前立腺結石:前 立腺肥大症の症状を呈しX線

検査により石の存在を知 り,又手術中に石の存在を確

認する事もよくある事である・

D尿 石症の既往症について

Tab.6尿 路石症の既往症

a)fi石 症:既 往 に尿 石症 を経 験 した 者 が20名

あ り,う ち3名 は2回 以 上 の再発 で あつた,但 し前

者 の12/17,後 者の2/3が 自然排 泄 を見た ことは注

目に値 す る.腎 石6,尿 管石1,膀 胱 石5,尿 道石2

で あ る・以上の うち異物鉗 子 あ るいは観 血的 別出例 各

1例,砕 石術 に よるものは2例 であ る(共 に膀 胱石)・

b)骨 廣患:骨 折 の後 に石の 形成 を 見 る ことが 多

い といわ れ るが,吾 々 も6/8に 脊 椎骨 折 を見,他 の

2例 は脊椎 カ リエ スであ つた・これ等 は総 て知覚 ・運

動麻痺 を伴つ た もので あ り・尿蓄留 の 影響 は否 定出来

ない し,又 長 期臥 床の影 響 もあ る と思 われ る

c)腎 痩患:尿 路 粘膜 の病変 ・ 尿性状 の 異 常が尿

石形成 の 因子 とな る事は一般 の認 め る ところ で,吾 々

も腎 炎7例,腎 孟 炎4例 を見た・ 特 に 上 部 尿 路石

が9/11を 占 め るこ とは病 因上興 味深 い・

d)尿 遣湊患:淋 疾 の既往 を有 す る もの が比 較的

多 く(20例},過 半数 が膀胱 石 であ つた事 は(12例),

尿道狭窄(4例),尿 道破 裂(2例)と 共 に本症 との因

果関係 を思 わ しめ るが,そ の他 各部 位 に も少数 例宛 み

られ る

e)其 他 の癬 患:前 立線 肥大 症,膀 胱 腫 瘍,子 宮

癌及 び子 宮肉腫(各2例)は 尿 の停 滞 を 来 す こと及

びそ の可能 性 か ら考 えて尿 石形 成 の 好 条件 と な り得

るが,そ の他 虫垂 炎(16例),肋 膜炎 ・肺結核,チ フ

ス,赤 痢が み られた・

＼ 部 位

尿
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石
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回

＼

腎 石

膀胱石
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性

病

淋

梅

病

毒
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1
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3

1

4

1

1

1

4

1
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2

1
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1

1
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2

2
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4

2

2

16

5
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E尿 石症の治療

自然排出の20例 は対症療法として運動,多 飲,粘

滑剤服用,尿 管蠕動元進剤,鎮 痙剤等により成功した

例で18・0%に あたり・下部尿路石に 多いことは当

然である 又下部尿路石では異物鉗子,即 ち尿道結石

鉗子或はヤング氏異物膀胱鏡によるもの21.6%が

最 も多いが砕石術(15・3%)も かなりあり・非観血的

療法が半数(41/83)と なる・観血療法は高位切開が

之に反し上部尿路石は観」血療法 による ものが断然

多く,自 然排泄7に 対し切石術9,腎 別出を余儀な

くされたものが10名 に見られた事は石が 大 きく長

期放置されたものの多い事を示すものであろう.

繕 括 と 考 弊

尿路石症め頻度が住民の生活,文 化の程度

によつて時代的に異る事 は 一般 の認める所

で,文 化Q程 度の低い地方では下部尿路石殊

に膀胱石が多 い とい う.即 ち 広 東 く1921,

ll例 であるが瀧 立腺易咄 によ鵬 胱石及び前立腺84・8%)・D・lm・ti・(1931・52・8%)・R・ma■

石を出したものが16例 あることは・前立暉 巴大症nia(1935・50%)の 如 きは 断然膀胱鯖石が

が高率に見られ・これに合併したものが多い事を物語 多 く,本 邦で も年代の古い中野氏(1924)の

るものである 全 国集計では膀胱石は86 .3%で,そ の僑か
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Tab.7 療 法

術 式

結石部1立
腎 司 尿管石1剛 尿道石1前立腺石 計(%)

非

観

血

的

自 然 排 副1「 ・11・1 31
1・ ・(18・ ・)

異 物 鉗 子
藤 石 術

尿 管 口 焼 灼 2

11

16

13

1

24(21,6)

17〔15.3)

2〔1.8)

小 言矧 9 t 54(65.0) 163(56.7)

観

血

的

下
部
尿
路

上尿

部路

高 位切 開

前立腺別出

尿 道切 開

切 石 術

腎 別 術

2

10

7

11

10

2

6

llrg.9)

16(14.4)

2(9.9)

2す

9(8・1)

IO(90)

小 訓 19 (35・・)148(43・ ・)

総 計(%)

,・115

28(25.2)

5sl・gl・

83(747)
ill(100.0)

藤 原氏(1926)のS3.oo/,,今 北 氏(1933)の

53.7%,塚 田 氏(;918～41)の86・70/o.

出本 氏(1925～35)の64.7%,伊 藤 氏(1913

～32)の79.2%,後 藤 氏(1915～51)の

56.3%な どが見 られ,最 も 新 し い 佐 野氏

(1940～50)の 報 告 も737%(下 部 尿路石)

で膀胱石 が 多い.一 方 西欧 で はBibpsが

1920年 を境 とす る結石波を認 め,本 邦で も

欧洲に10年 遅 れ て 東大泌 尿科(高 橋 教授

1928～38)の 統 計 では1935年 頃 か ら結石

波の現 象があ らわれて膀胱石は318%と な

り,更 に1928～41で は26.6%と 減 少 し,

田村教授 も47.8%(1920～32)か ら21・1%

(1946～54)に 激 減 した と報告 され,そ の他

諸家の統計 も概ね同 じ傾向を示 してい る・

第二次大戦後,吾 が 国 の 尿石症が,殊 に

上部尿石症が増 した原因について 高 安 氏 は

食糧問題 よ りも戦後 の社会秩序の混乱 による

自律神経系を介す るいわゆ る精 神肉体的影響

を重視 しているが,片 村氏 も同様 に尿路石症

患者の自律神経機能の動揺 と肝機能障碍 を挙

げている.一 方石塚氏 は1936～49に 亘 る

統計で1945年 を最低 とし1949年 に かけ

て上昇する結石波を認め,太 陽黒点の強盛活

動の影響 と同時に食糧事情の関与をも承認し

た.高 橋名誉教授 も結石波形成の一因に本邦

人 凍 京地方 の含水炭素の過食 と脂肪分の

寡食による脂溶性 「ビタミン」 の欠乏 を 重

視し,都 会人より農村人に膀胱石が多発する

原因は此の食糧事情 と関連すると述べ,田 村

教授をはじめ一般から 「ビタミン」A欠 乏の

尿石形成への関与が認められるに至つた・

徳島地方 も亦決して例外ではなく,教 室に

於ける24年 から29年 迄の本症患者は183

名(6.33%)で,佐 野氏(6・4%)の 報告に匹適

する高率である・ しかも上部尿路石41・20/.

に対し下部尿路石が58・8%で,依 然下部尿

路石が優位にある事を示し,尿 石症が文化の

程度に反比例するとい う法則に一応合致する

ようである.即 ち徳島地域の人口の大部分が

文明の恩恵から取 り残された農,漁 村よりな

り,漁 村以外の栄養は今尚動物性蛋白質に乏

しく,脂 肪は僅少で,殆 ど含水炭素に依存し

ている状態にあ り,従 つて又農業に最 も多発
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Tah.8日 本 各 地 区 の 尿 路 石 頻 度

報 告 者 年 代1外 糊1 尿石者数
`

上部尿石%下 部 尿 石%
一.

上部/

繭 管磁 石脚 鵬 論
北 海道1新 ・ ・北 大)1,・,・4・…71

塚 田(東 北 大)

東 北 山 本(山 形 市)

石 塚(")

田 村(慶 大)『

高 橋(東 大)

関 東 市 川(泉 橋)

高 安(東 大)

田 村(慶 大)

大7・ 昭16

大14昭10

昭11一 昭24

昭7

昭3・ 昭13

昭6一 昭16

昭20・ 昭24

昭21・ 昭28

伊 藤(金 沢)

中 部 長 鳥(金 日 赤)

小 山噺 大)

大2・ 昭7

昭15・ 昭19

昭7一 昭16

久保山(大阪市病)

近 畿 今 北(阪 大)
後 藤(京 大)

佐 野(兵 庫 大)

大14一 昭7

・昭8

大4一 昭26

昭15一 昭25

中 国 藤 原(岡 大)
伊 藤(広 日 赤)

大12・ 大14

118 ・.・浄122・ 畜44・ 畜 ・牽%11・ ・S

850760

125417

130

25334

23250

11314

(0,7)8386.75,0

(13)5.811.764.717,6

(4.7)22334.933.110.0

0,08

0、22

1.32

178 28.7 9.5 47.8 12.3 1.7 0.61

594(2,34) 21.3 41.1 31.8 3.9 L9 L63

109(0・47) 22.7 20.9 43.6 10.9 L8 0.78

296(2・61) 29.0 37.4 25.5 8.1 L94

350 26.3 49.7 21.1 2.0 0.9
「

3.16

5831135(2・3)10.3

100755(5.5)28.013.3

17336.4

7926.63L70.11

51.66.60,69

38.11.27

181379(L1}29.115.1
21.6

1436(3.0)212118.2

186(6.4}26.3

49.36.43.30.51

53.720.4LOO28

56.33,30.63

73.3

152494(6,1)41.4

263(4.6)

4.251.0

48,1

3.1 0.85

九 ・q太 ・(九 大11大13招 ・31・3・6911315(5・53)142・ ・1・3・21・8・ll・ ・311・ ・11・27

・ 国 隣 藤(徳 大)1昭2蝿2912S8711S3(・ ・33)119・ ・1・i・1142・ ・li…1・ ・11・ ・69

した事(1/3)は 注 目に 値する・即ち長島氏 尿石の成因に自律神経,内 分泌機能を主視

(1941)が 富山地方に於ては 市内居住老には する 立 場 に立てば,尿 石頻度の性的差異を

上部尿石が,市 外居住老には下部尿石が多発 説明することも容易になる 即ち男予は女子

したといい・金沢地方でも農村住民には下部 より肉体的若 くは精神的過労 に おち いり易

尿石が・都市居住者で机上労務老には上部尿 く・従つて自律神経系の失調並びに内分泌め

石が多いと云 う尾崎氏の成績(1951)と 符合 不均衡に傾き,前 老 は 腎 の 尿分泌並びに血

するものである・同氏はその理由として前老 液・尿成分,殊 にCa代 謝の変動を生じ,後

は肉体的過労に,後 者は精神的過労に陥 り易 者は性ホルモンの分泌異常あるいは甲状腺の

く・殊に前者は食糧事情から脂肪分1殊 に脂 機能低下 による尿路上皮細胞 の 増殖或いは

溶 性V。A)の 欠乏,動 物性蛋白 の不足によ=炎 症が,結 石形成を助長す るであらう'と思わ

り・鈴江教授等の所謂潜在性栄養失調を介す れる・教室の統計で も男子は女子の5.4倍 に

る内分泌障碍が内因的に結石形成を助長した なつたが,高 橋名誉教授(1928～41,7.02

と考え・他方後老の俸給生活者は精神的過蛍 倍),田 村教授(1934,3.9倍 尿道石を除く),

から自律神経の失調・ひいては内分泌異常を 伊藤氏(1954,5.9倍),長 島氏(1944 ,9.0倍)

招来するとのべている・ 石塚氏(1950,4.6倍),小 山氏(1944,6.8
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倍)・新山氏(1949・6・0倍)・ 太田氏(1954・ 各科領域の長期臥床者の10/50に 過石灰尿

5・4倍)な どの成績でも総て男子に多 くなつ を,う ち2例 に結石の排泄を認 めた成績は

ていう・但し部位別的に見 る と上部尿石の 傾聴に値する.田 村教授は骨折の場合の神経

2・8倍に比べて下部尿石では13・2倍 である 性影響に注 目し,神 経性の腎臓栄養障碍 ,腎

から・男女尿道の解剖学的差異が性的頻度差 孟の麻痺による尿成分の変化,尿 の欝積,二

の一因となることに異論はない・即ち一つは 次的細菌感染,更 に麻痺領域における骨萎縮

女子下部尿路石の自然排出であり・他は男子 による血中Caの 増加,更 に麻痺により余儀

尿道の複雑さから来る炎症性病変及び通過障 なくされる長期臥床など(安 静及び栄養過剰

碍である・ 等)色 々の因子が結石形成に関与するとのべ

即ち教室の統計に於て既往の男子尿道淋疾 た・他方原田教授の症例は成因上,・誠に興味

が20例 もあり・また既住に見られた尿道狭 深 く感ずるものである.即 ち尿道断裂兼骨盤

窄・尿道断裂・前立腺肥大症(膀 胱石14・ 腎 骨々折例と重症火傷例が長期臥床中に骨粗霧

石1)妹 尿の停滞に附随する細菌感染が結石 症及び尿路石症を併発し,同 時に両者に婦人

形成を助長したであろうと老えられる・原田 乳房 と睾丸萎縮を認めたものである.此 の場

教授(1954)は 昇乗によるネフローゼ家兎に 合窒素 とCaを 測定し,当 初,窒 素が負のバ

石灰尿が続発 し,腎 性酸毒症の程度に比例し ランスにあつた ものが(骨 の有機構材が消耗

て尿細管上皮或は管腔内円柱に石灰が沈着す されて石灰が沈着し難く骨粗霧症が起る),ボ

るという興味深い実験をなされたが,尿 路粘 セルモン投与により好転 したとのことである

膜の炎症性病変或 は 細菌感染 が 尿成分の変 からホルモンの結石形成への関与を如実に物

動,就 中保護膠質の異常を招来 し,又 炎症産 語るものである.尚 同氏は長期臥床の際は体

物が結石の核を形成し結石に発展することは 位を変更するとCaの バランスが好転して結

衆知の事実である・吾々の症例にも上部尿路 石形成を防 ぐとい う.

石の既往症に腎炎,腎 孟炎の9例 が認めら

れたことは注 目されてよい・

佐藤氏(1955)は 本邦における膀胱腫瘍と

結石の合併15例 について,結 石形成が一次

的と思われるものが4例,二 次的 と思われる

ものが5例 であつたとい うが,吾 々の 経験

した合併例2例 はその関係が明かでな く,少

くとも腫瘍の発生が細菌感染,排 尿障碍を伴

い,上 記の如 く二次的結石形成の素地 とな り

得る事は疑 う余地はない・

骨疾患に尿路石の合併する事実はよく知 ら

れているが,吾 々も脊椎骨折6例,脊 椎カ

リェス2例 に結石の発生 を 見た・これらの

症例は何れも神経麻痺を伴い,ギ ブスベツト

或は懸引等を施し長期臥床中に発症したもの

であつた.骨 折の場合血清Caが 増加し,従

つて尿へのCaの 排泄 も増加 す る ことは充

分考慮されねばならないが,辻 氏 く1951)が

結 語

本教室開設(昭23年12月)以 来昭29

年12月 の間の尿石症の統計的観察を行つた

が,他 の地区と大差は なか つ た・頻度に於

てやs高 いよ うであり(6・3%),下 部尿路石

が優位を占める.原 因に関しいささか考按し

たが,地 区的特長 として高温 も関連しよう

が,住 民構成の特殊性及び精神的肉体的過労

による自律神経ならびに内分泌系の機能失調

の影響を重視したい.

(稿を終るに当り・荒川教授の御指導御校閲

に深甚の謝意を捧げる・本論文はさきに27年

9月.中 四国皮泌科連合地方会(米 子)に 於

て報告したもの にそ の後の症例を追加した

ものである・)
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論吉オ亥 は化学療法時代へ

健保、予防法

探 用

第 一 製 薬

結棲治療法は化学療法へ大転換をしっっあ

ります。大量使つても副作用なく、長期服

用に適するネオ ・イス=チ ンが此の中心と

なつて此の機蓮を更に促進 しています。

粉末25瓦100瓦500瓦

錠(100mg)50錠100錠

一 と基礎麻翻
,oθ69

製 造
発 売 元

一Q

手術前の晴櫛灼 弄安,緊 張,恐 怖心 を除去,厩 酵の円滑な

導入.渚 陽域の引上等に ょり主 環銘財の節陶を円 這に し,

麻解に俘 う剛作用をi墜減Lて 術中及び 術朋後に於ても症状

に=極めて好影響 ヱ興え る

本 新 株




